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研究成果の概要（和文）： 

 洪水による被害は世界中で、とくにバングラデシュと日本において、毎年のように起こって

いる。本研究は洪水被害を最小限に食い止める新たな 21 世紀型水環境社会を構築することを

目的とする。そのために次の 4 点に焦点をおいて調査を行った。1)バングラデシュの洪水常襲

地域における住民の日常生活を記録した。2)防水・利水・遊水の三位一体の水環境、3)社会的

災害弱者である異教徒、女性、老人、貧困者の救済、そして 4)バングラデシュと日本・ドイツ

との防水対策についての相互学習を進展させた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The damage of flood occurs every year in various countries of the world, especially in 

Bangladesh and Japan. This study aims at creating a new type of water environmental 

society in 21st century to reduce the damage of the flood at the minimum. I surveyed 

following four points. 1) documenting the daily life of flood affected areas in Bangladesh. 2) 

the trinity way of making water environment: preventing flood, utilizing water and 

enjoying flood. 3) helping the socially vulnerable people such as pagan, women, aged, poor, 

and 4) mutual learning of the anti-flood measure among the countries: Bangladesh and 

Japan and Germany.          
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イスラム・カーン氏の主催する NGO(グラ

ム・バングラ)研修に入った。洪水常襲地

のバングラデシュで、住民はいかなる日常

生活を送っているかを調べ、開発・援助の

あり方を考えるためである。その際、貧困

層の生活がグラミンバンクの尽力がある

にもかかわらず、毎月元金に対して借財を

返済せねばならず苦しんでいることなど

から、必ずしも彼等の生活が向上している

とは言い難い状況にあることが感じ取ら

れた。 

こうした現状について、センサス類の不

備、研究者不足故の文献・情報欠如により、

われわれはほとんど知見を持つことがで

きない。センサスについては 2003年の人

口、農業部門が一部出ただけで、かつ県・

郡レベルまでは押さえられるがその下部

のユニオン、村落単位のデータは得ること

ができない。ただその中にあって M.Iハ

ックはバングラデシュにおける水管理の

問題を自然環境をおさえつつそこで展開

される人間生活の多様性に言及している。

また、I.Sカーンは自ら主宰する NGO で

の農村開発調査項目を提示している。それ

は我々の現地調査に対して大いなる指針

となり、バングラデシュの水環境をおさえ、

「バングラデシュの日常」、特に「社会的

弱者の日常」を詳細にフィールドワークし

て、毎年の洪水の犠牲に晒されながらも着

実に生活を営んできた洪水文化を明らか

にすべく基礎的なデータ作りの重要性を

教えてくれた。 

 その一方で、日欧比較環境史セミナー

（於、神戸インスティチュート、2007）

でヨーロッパ経済史専門の村山聡（香川大

学）と自然地理学者 Rudiger Glaser (独、

フライブルク大学)それぞれライン川上流

の洪水史研究と再自然化運動に詳しいこ

とを知り、こうした経験をバングラデシュ

の洪水対策に活かそうと思いついた。それ

に、溝口が名古屋大学附属図書館の研究開

発委員として資料整理をすすめている木

曽三川の洪水絵図情報も活用できる環境

にある。そこでの作業中に、長良川で江戸

時代後期に決壊したところと同じ箇所が

2000 年の東海豪雨の際にも決壊している、

という知見を得た。 

日・独・バングラデシュの時間と空間を

超えた洪水文化の比較地域史研究という

位置づけに本研究はある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 調査対象地域と研究目標 

 

２．研究の目的 

自然災害の中で洪水被害は洋の東西を問

わず毎年のように生じている。世界最大級の

ガンジス・プラマプトラ川デルタに位置する

バングラデシュでは毎年犠牲者を多数出し、

日本に於いても夏季の集中豪雨時の被害は

繰り返されている。これはある意味に於いて

20 世紀の開発至上主義的な水制御の犠牲に

なったといっても過言ではない。そこで本研

究は、バングラデシュを実験的フィールドの

地とし日欧の洪水経験・対策を活かして、洪

水の被害を最小限にくい止める新たな 21 世

紀型水環境社会の構築を目指すことを目的

とする。 

 

３．研究の方法 

本研究の特色および研究方法は以下の

ようである。 

バングラデシュの貧困層の生活実態を

家族構成、資産、労働、借入金などについ
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ての詳細な調査、報告は従来なされていな

く、本研究によって住民の生活向上および

農村開発の根本に対して再考をせまるこ

とが期待される。洪水という被害で最も犠

牲になるのは貧困層であり、異教徒（ヒン

ドゥー教徒）、女性、子供といった社会的

弱者である。彼等を救うという視点は日本、

欧米諸国の災害対策にも寄与することで

あろう。 

 イスラム・カーン氏の主催する NGO であ

るグラム・バングラによる活動を、研究素材

として積極的に導入できる。イスラム・カー

ン氏は、「持続可能な農村開発」をコンセプ

トにして、農村衛生環境の改善、農業技術の

向上、職業訓練による女性の自立などを目指

して活動している。筆者はグラム・バングラ

の活動を長年観察している。この活動を報告

することによって、実践的な提言をすること

ができると考える。マイノリティであるヒン

ドゥー教徒、女性、貧困層に焦点をあてつつ

も、彼ら社会的弱者がメジャーな集団との関

係のうえで如何に共生しているか、そして一

歩進んでより良い生活を如何に作り上げて

いくかを、地理学独自のミクロな村落調査と

地図・統計書類を GIS処理するマクロな地域

分析を基に研究するものである。 

本共同研究で、中心となる共同研究機関と

して挙げられるのは、バングラデシュの基幹

大学であるバングラデシュ工科大学ならび

にダッカ大学である。また、同時に国家レベ

ルでのバングラデシュ水資源計画組織との

交流による政府との連携も不可欠である。し

かし、何よりこの国際共同研究プロジェクト

で特徴的なのは、ローカルなレベルでの

NGO 組織であるグラム・バングラとの密接

な連携であり、そこをモデルケースとしての

活動拠点として、環境技術の積極的な提供と

需要者側のニーズの検証を行いつつ調査研

究を実施していく。 

その際、第 1図で示した本研究テーマの「洪

水常襲地における 21 世紀型水環境社会の構

築」目標として、①洪水常襲地域における日

常生活を多角的に記録する、②堅固な建造主

体の 20 世紀型から柔軟な「克水・利水・遊

水」という三位一体の 21世紀型な水環境に、

③社会的弱者（異教徒、女性、老人、子供、

貧困層など）に優しい水環境社会に、そして

④開発途上国と先進資本主義国の洪水対策

史の相互学習と応用、といった 4点を掲げて

研究を進めることにする。 

 以下、調査成果の一部を断片的ではあるが

示しておきたい。 

 
４．研究成果 

現地調査は 2010 年 8 月、2011 年 3 月、2012

年 12 月にそれぞれ数日間タンガイル県カジ

ラッパラ村に入り、洪水常襲地の日常生活を

見聞した。 

(1) 洪水時における日常生活 

①壺作りカーストの生業：ムスリムの国で

マイノリティのヒンドゥーは如何に生活している

のだろうか。2004 年夏 8、9 月、雨期の真っ最

中にバングラデシュを訪ね、ヒンドゥーの壺造

り（パル）の村に入って、全世帯の家族構成、

職業、既婚女性の出身地と嫁ぎ先などを聞き

取ってきた。中庭での壺造り、神像造りに精を

出すパルをみて、「壺造りは乾期にしか仕事が

できなく、雨期には農作業をする」という中根

千枝説はいきなり否定され、また、お金がない

から「土葬」なのよ、という一言でヒンドゥーは

「火葬」と信じ切っていた常識が崩されてしま

った。 

②鍛冶屋カーストの神像：日本では忘れら

れてしまった「しばしも休まず槌打つ響き」

がバングラでは生きている。仕事中の Pさん

は 35 歳。左足でフイゴから風を送りながら

右手で槌を打つ。鉄片を熱して、叩いて、ま

たたくまにカマ、ナイフを作り上げていく。



 

 

屋敷地には聖なる木にシバ神他ヒンドゥー

教の神々が祀られており、仕事場の後ろには

屋根つきの小屋に大きなドルガ女神が据え

られていた。これは壷造りカーストの人たち

がたずねて来て作成してくれという。乾期の

到来と主に繰り拡げられるヒンドゥー教の

プジャ（お祈り）のために鍛冶屋たちは貯金

して、壷造りに支払うという。前述した壷造

りたちは雨期こそ稼ぎ時なのである。どんな

洪水の年であろうとプジャはなくなること

はない。 

③アルミ食器行商人の変身：ヒンドゥーで

もムスリムでも女性は、特に既婚女性は、ほ

とんど自分の家の屋敷地から出ることはな

い。楽しいはずの市場への買い物もしない。

それ故に各種行商人が戸別訪問して、女性た

ちの購買行動を満足させるのである。アルミ

食器売りの行商人仲間 9人に聞き取りを行っ

た。意外にも、彼らは 1年中行商をしている

のではないことが、わかった。雨期を含む半

年は郷里のムンシガンジ県（ダッカの南方、

ミルジャプールから丸 2日行程）に帰ってし

まう。行商人は漁師だった。 

(2) 定期市調査 

タンガイル県ミルザプール郡・バシャイ

ル郡で延べ 18 の定期市を調査した。25 年

間の変貌を言うと、1)週 2 回午後に開かれ

る定期市は存続してはいるが、いずれの市

においても露店商人の数が半減し、常設店

舗が倍増していた。また市日でない日にも

同敷地内で朝市が開かれるようになってい

た。買い手においては、25年前にはほとん

ど見られなかった女性客が、特に朝市にお

いて、めだつようになった。これは多数の

成人男性が海外出稼ぎに出かけており、各

家庭で残された女性が買い出しに行かざる

を得なくなったからである。これを洪水と

関連付けると、洪水来襲時に力を発揮せね

ばならない成人男性が村にいないという事

態こそが被害を大きくしていることになり、

この対策が急務となっている。 

(3)住民の洪水予知 

聞き取りで、洪水で家が流された、と聞いた

ので、犠牲者が多数出たであろうと思ったの

だが、死者はゼロ。不思議に思って聞き直す

と、日本のように鉄砲水で家ごと流されるの

ではなく、崖プチに立った家が崩れ落ちるで

あろう時期の半年から 1年前に、新たな土地

を求め、家を解体し、主要な柱や塀を運び、

新築の家の一部に使ったという。これも洪水

常襲地（正確には浸食のはげしい川辺の崖の

上）の生活の知恵といってよかろう。3年前、

あるいは 5年前、私の家はあそこにあったと、

川の真ん中を指した人々が数多くいた。 

 この事例はタンガイル県バシャイル郡の

一地域の事例であって、バングラ他地域がす

べてこうだとはいえないが、こうしたリスク

回避能力は洪水対策の一ヒントとなろう。 

(4)水屋の建設 

木曽三川地域に展開する輪中独特の避難

家屋の「水屋」はバングラデシュのバリ（屋

敷地）へ輸出できそうである。 

2009 年にガンジス川河口のデルタ地域へ

出かけた際、2007 年に高波と大洪水で多数の

死者出した際の河川浸食の残骸が残ってい

るのを目の当たりにした。数百軒に１ケほど

の割で避難所となるシェルター家屋が建設

されつつある。しかし、それでは収容能力に

限界があるし、遠方の人はそこにたどり着く

前に急に襲ってくる洪水に飲み込まれてし

まう。こうした人々を救うには、各屋敷地に

1～２ｍ土盛りしてそこに避難小屋（水屋）

を建てればいいのではと思った。建造費はそ

れほどかからないし、1分もあれば避難でき



 

 

る。2009 年 9 月のダッカ市内にある BRAC 大

学での講演の際に日本の輪中地域の水屋の

スライドを見せ、提案し、賛同を得た。  

(5)井戸掘り援助 

洪水常襲地での水の確保は死活問題であ

る。バングラ調査に多数の学生が参加したが、

彼らが帰国後中・高の教員になって、日本の

子供たちに井戸掘りの重要性を伝えた。われ

われの調査地での活動家点となるのがバン

グラデシュ NGO グラムバングラで、その主催

者の I.S.カーン氏のボランティア考は次の

ようである。「私は、ボランティアとは『困

っている人を喜ばせ、自分も喜ぶこと』だと

思います。無理してやることじゃない。まず

は、自分を守り大事にすること。そして、家

族を守ること。近所とか周りを守ること。地

球を守ること。このことが大事です。

“Charity begins at home”と言いますが、

ボランティアや助け合いは皆さんたちの家

から始まるのです。砂漠は砂が集まってでき

ています。一つ、一つの滴があつまると海に

なります。皆さんの一人一人が、ボランティ

アをすれば、すごい力になります。・・・」 

カーン氏来日時に中・高へ出張講演してい

ただき、公演に感動した中高生が反応しだし

た。静岡県吉原高校での講演に感動した学生

達が、井戸掘り用の寄付金を集めて送金した。

彼らのうち 2人が高校卒業後、大学 1年生に

なった夏休みに、新たに集めた寄付金を持参

しつつバングラデシュにでかけ、自分たちが

過去に寄付した寄金で出来上がった井戸の

見学をおこないつつ、今回の資金で新たに 1

本作ることになった井戸掘り現場を観察し

た。 

 ベンガルのデルタに 1本５ｍほどの塩化ビ

ニールパイプをつなぎながらどんどん埋め

込んでいく。最初の 1本の先端 50cmほどに

小さな穴が沢山空けてあり、そこから砂層の

水分が圧力でパイプの中に入っていく。深さ

は 40m ほどであった。チューブウエル完成

までの時間は、思ったより短く、3 時間ほど

であった。水が噴き出したときには歓声がで

て、参加者全員が口にした。少々鉄っぽい味

がしたが、これでまた何人かの幼児が救われ

るのかと思うと感慨深かった。 

(6)成果の発表と課題 

 バングラでの調査結果を 12年 8月にチェ

コのプラハで開催された国際歴史地理学会

で報告した。また 2013年 3月の日本地理学

会(於、立正大学)で土屋純氏らと連名で報告

した。村山は、ドイツ、ライン川の水管理シ

ステムを学ぶとともに、香川県のため池灌漑

を調査し、新たな水環境社会構築に向けた調

査研究―研究資源の情報化推進と水資源環

境の地域情報化―、を開始した。最終年度末

に、本研究代表者の溝口と分担者村山、土屋

の 4年間の成果をリストアップし、その中で

本研究に関する代表的な論文を集めて報告

書を作成した。 

本研究テーマの「洪水常襲地における 21 世

紀型水環境社会の構築」目標としてかかげた、

堅固な建造主体の 20 世紀型から柔軟な「克

水・利水・遊水」という三位一体の 21 世紀

型な水環境社会をいかにつくりあげていく

か、そして社会的弱者（異教徒、女性、老人、

子供、貧困層など）に優しい水環境社会をい

かにつくりあげていくか、その重要性を指摘、

実証できたのが本研究の成果と言えよう。し

かしながら、実行力を発揮するには、まだま

だ道半ばである。引き続き、基礎的な調査研

究を続けていきたい。 
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